
 巻頭言     『さらけだしてなんぼ・・・』 

稚内市立稚内中学校長 森河  真 

 

この学校だよりを配付するころには、根雪となっているのでしょうか。 

日頃より本校の教育活動に対しまして、絶大なご支援をいただいており 

ますこと、改めまして深く感謝申し上げます。   

 さて、今年も残すところあと数日となりました。除夜の鐘を耳にする 

までカウントダウンです。皆様にとってどんな一年だったでしょうか。 

2023年 5月 8 日、新型コロナウイルス感染症（COVID－19）が五類 

に移行され、感染対策の実施については、個人・事業者の判断が基本と 

なりました。2020年以来、感染者数が急増し、その間、学校現場では緊急事態宣言や蔓延防止等

重点措置による学校閉鎖等が余儀なくされました。教育活動も精査・削減し、感染状況を鑑み、で

きる範囲で工夫改善しながら実施してきたように思います。 

 また、この 3年数か月の期間を振り返ると、学校と保護者・地域の関わりがとても希薄になった

のは言うまでもありません。これをこのままにしていいのだろうか。私が 4 月に着任して、まず思

ったことはそのことでした。保護者・地域の皆様のご理解やご協力もあり、以前に比べると物足り

なさはあるかもしれませんが、着実に皆様のお顔と心が学校と近くなったと確信しています。一方、

学校経営重点の一つとして掲げた「積極的な情報発信」では、ホームページを活用し、学校は子ど

もたちに力を付けるために何を取り組んでいるのか、校長はどんな理念や考えをもって経営してい

るのかを知ってもらうために、全教職員に協力をお願いし取り組んできました。おかげさまで 4月

から 4 万カウントも閲覧していただいております。これからも稚内中学校の応援をよろしくお願

いいたします。 

 「さらけだしてなんぼ」下品な言葉かもしれません。しかし、今後も稚内中学校はこの言葉を大

切にしていきます。保護者・地域の皆様とこれからも歩んでいくために。 

 凍てつく寒さや大雪がやってくる季節です。ご自愛ください。 

皆様、良いお年をお迎えください。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

        

  

  

 

  

 

楽しかったことも･･･悩んだことも･･･涙したことも･･･ 

互いの成長を確かめ合って 
  

  

   

稚内中学校学校だより  第８号 発行：令和５年１２月２５日（月） 

 

 

最優秀賞 ３年生 「桜ノ雨」 

２．３組 ２学期は、普段の授業や学校

生活の積み重ね、そして「復活の S」職

場実習、４年ぶりの作品展などを通し

て、１人１人が大きく成長した姿を見せ

てくれました。何より「笑顔」が増えた

ことがとっても嬉しい２学期でした！

今後の成長にも期待しています！ 

 

稚中の伝統 「エンジョイダンス」 

１年生 

 「心」を磨いた２学期。 

人として何倍も成長して、ク

ラスの絆が見えた稚中祭合

唱コンクール。あの歌声は間

違いなく多くの方の心を動

かした。３学期も１年生は 

「決して変わらない絆で 

 結ばれている。」 

 

 １月１８日（木）３学期 始業式 

   ２４日（水）中３年学年末テスト 

   ２５日（木）小中学校間交流・中１カーリング授業 

   ２６日（金）中２カーリング授業 
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  ３年生 

最後の稚中祭。有志発表

に全員で出ることがで

きました。自分たちで声

を掛け合いながら、自分

たちで創り上げ、自分た

ちで盛り上げようとす

る姿を、後輩たちに見せ

ることができました。 

２年生 

２年生の２学期のイチバ

ンは稚中祭合唱コンクー

ルです。今回難しい曲に

チャレンジして、上手く

いかないこともありまし

たが、本番ではイチバン

綺麗な合唱ができまし

た。 

 
生徒会総務  

３年生のみなさんの頑張りで稚中祭

は成功に終わり、11月から新メンバー

にバトンタッチされました。自治活動

の楽しさや難しさを実感しながらよ

りよい稚内中学校を目指すために奮

闘してくれました！ 

担任主観で 


